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 トップガン理数クラブ講演会「測る」のまとめ 

９月７日（水）、トップガン理数クラブ講演会「測る」附属浜松中学校で行われ

ました。受講者は、中学生 16名,小学生 26名の計 42名でした。講師の先生は、須

山建設株式会社常務取締役須山雄造さんです。 

須山先生から寄せられた今回の講座の内容です。                     

建設会社は、日々の仕事の中でいろいろなものを「測って」います。何を、どう

いう目的で測っているのか？・・・についてお話しします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動レポート 
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＜受講のようす＞ 

 

１ 建物を作るために「測る」・・・地盤の測量 

建物を安定させるために、地盤の硬さから杭を支持層に到達させるた

めに「測る」方法を教えていただきました。柱状図は中学校でも習いま

す。実際の測定値を見て勉強になりました。 
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２ 地形を「測る」・・・ドローンの３次元測量 

最近使われるようになってきた

ドローン測量用を見せていただ

き、これにより測量にかかる時

間が短くなったり、三次元の詳

細なデータが入手できたりしま

す。また、人が入ることのでき

ない危険な場所の測量もできる

ことを教わりました。 

＜測量に使うドローンのようす＞ 

 

３ 人を「測る」・・・心理検査 

測るの最後に、自分の個性を知ることができたり、自分の性格に

合った仕事を知ったりすることができる方法を教えていただきまし

た。 

 

須山雄造さんからメッセージをいただきました。 

・学校で勉強する理科・数学は大人になってからの仕事に大いに役立

ちます。理科・数学を知らないとできないこともたくさんあります。 

・文系と理系の違いは、表面的なものです。扱う対象が社会や人間で

あればいわれる「文系」ですが、そこでも理数的な思考は不可欠で

す。 

・小中学校の仲間のつながりは一生の財産です。 

 

 

 

 今回の講座は測るといったことのまとめを行いました。須山建設様から話を聞

き、「測る」の重要性について知ることができたと思います。家を一軒建てるのに

ボーリング調査を行ったり、ドローンを使って測量したりと、いろいろと大変なこ

とが多いです。ただ、そういった作業が役に立つと思えば苦にならないと思いま

す。しかも、こんな大変な作業を楽しみながらやっているというのですからすごい

ですね。僕たちはとても無理だと思います。さらに、この調査をして感謝されるこ

とがあったときは最高の気持ちになり、やりがいもかんじるとおもいます。これは

日常生活でも同じです。ぜひ、須山雄造先輩を見習っていきたいと思います。 

 

トップガンジャーナル子ども記者・カメラマン 

中学 1年 金子聖矢 山下裕大 

編集部子ども記者より 


